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平成16年8月5日発行

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会（「地域の会」）

　柏崎刈羽地域では、現に存在する原子力発電所と対峙して生活せざるを得ません。

それが事故無く稼動することは、個々の考え・主張の如何によらず、住民の最低かつ

共通の思いです。

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者

や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況

を確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行う

ことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。

①会員は、柏崎市、西山町、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および

地域の推薦を受けた24名の委員で構成。任期は2年。

②会の任務：（1）原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視

　　　　　（2）事業者等への提言

　　　　　（3）会での議論、活動等の住民への情報提供

　　　　　（4）委員の研修

　　　　　（5）その他会の目的を達成するために必要と認められる事項

③県、市町村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席

④会議の種類：定例会（毎月1回）

　　　　　　臨時会（必要に応じ開催）

　　　　　　※会は、すべて公開。

地域の会 概要

C O N T E N T S
第13回定例会を開催
原子力防災計画

第14回定例会を開催
キーワード解説

発電所を巡る動き
地域の会に寄せられた声「みんなの広場」
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▲第14回定例会
　原子力防災センターの役割と機能について説明を受ける委員（合同対策協議会全体会議室）



原
子
力
発
電
所
の
運
転
に
あ
た
っ
て
は
、

法
令
な
ど
に
基
づ
い
て
安
全
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
万
が
一
、
発
電

所
の
異
常
事
態
に
よ
り
放
射
線
の
影
響
が

周
辺
地
域
に
及
ぶ
お
そ
れ
が
生
じ
た
と
き
の

の
た
め
に
国
、
県
、
関
係
市
町
村
及
び
防
災

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
住
民
の
安
全

と
健
康
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、地
域

防
災
計
画
・
原
子
力
災
害
対
策
編
が
策
定

さ
れ
て
お
り
、
原
子
力
災
害
応
急
対
策
と

し
て
次
の
よ
う
な
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

初
期
活
動

　

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
で
異
常
が

発
生
し
た
場
合
、発
電
所
か
ら
、国
、新
潟
県
、

関
係
市
町
村
へ
通
報
・
連
絡
が
入
り
ま
す
。

　

こ
の
通
報
が
次
の
基
準
に
当
て
は
ま
る

場
合
、新
潟
県
及
び
関
係
市
町
村
は
、原
子
力

災
害
に
備
え
て
警
戒
体
制
を
と
り
、
災
害

対
策
本
部
設
置
準
備
や
情
報
の
収
集
を

行
い
ま
す
。

初
期
活
動
の
基
準

・
発
電
所
周
辺
の
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

空
間
線
量
率
が
毎
時
１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

（
平
常
時
の
約
25
倍
）を
超
え
た
と
き

・
特
定
事
象
に
先
行
す
る
事
象
が
認
め
ら
れ
る
と
き

応
急
対
策
活
動

　

事
故
の
状
況
が
悪
化
し
て
、
住
民
へ

影
響
が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
国
、

新
潟
県
、
関
係
市
町
村
は
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
て
応
急
対
策
活
動
を
開
始

し
ま
す
。ま
た
、国
、新
潟
県
、関
係
市
町
村
、

東
京
電
力
及
び
防
災
関
係
機
関
は
新
潟

県
柏
崎
刈
羽
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

（
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
）に
お
い
て
、住
民

の
退
避
、
避
難
な
ど
の
緊
急
事
態
応
急

対
策
を
一
体
的
に
連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、新
潟
県
は
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

内
に
知
事
を
本
部
長
と
す
る
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
柏
崎
市
・

刈
羽
村
・
西
山
町
は
、
災
害
対
策
本
部

を
市
役
所
、
町
・
村
役
場
内
に
設
置
し
、

原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は

市
町
村
現
地
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
す
。

災
害
対
策
本
部
の
設
置
基
準

（
新
潟
県
及
び
柏
崎
市
・
刈
羽
村
・
西
山
町
）

・
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
原
子
力
災
害
対
策
特
別

措
置
法
（
原
災
法
）
第
10
条
に
定
め
る
特
定
事
象

発
生
の
通
報
が
あ
っ
た
と
き

・
発
電
所
周
辺
の
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

空
間
線
量
率
が
毎
時
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

を
超
え
た
と
き

・
原
災
法
第
15
条
に
定
め
る
原
子
力
緊
急
事
態

宣
言
発
令
の
基
準
に
達
し
た
と
き

原
災
法
第
10
条
と
特
定
事
象

原
災
法
第
10
条
で
は
、
発
電
所
敷
地
境
界
付
近
の
空
間

線
量
率
が
毎
時
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
た
場
合

や
発
電
所
外
へ
の
異
常
な
放
射
性
物
質
の
放
出
に
進
展

す
る
可
能
性
の
あ
る
特
定
の
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、国
、

県
、
市
町
村
及
び
防
災
関
係
機
関
に
通
報
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
特
定
事
象
と

い
い
ま
す
。

原
災
法
第
15
条
と
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言

原
災
法
第
15
条
で
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
原
子
力
緊
急

事
態
が
発
生
し
た
と
認
め
た
と
き
（
発
電
所
敷
地
境
界

付
近
の
空
間
線
量
率
が
毎
時
5
0
0
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
を
超
え
た
場
合
や
発
電
所
外
へ
の
異
常
な
放
射
性

物
質
の
放
出
の
兆
候
を
示
す
事
象
が
発
生
し
た
場
合
）

に
は
、原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
し
、自
ら
を
本
部
長

と
す
る
「
原
子
力
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
、
原
子
力

防
災
セ
ン
タ
ー
に
は
「
原
子
力
災
害
現
地
対
策
本
部
」
を

設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　13回定例会では、原子力安全・保安院が、
東京電力による一連の不正問題を摘発
できず、指導・監督が不十分だったこと
を総括し、安全規制の抜本的見直しを
行ったとの説明があり、その後、地域の会
からの国・東電に対する提言、意見交換
が行われました。

日　　時　平成16年６月２日（水）

場　　所　柏崎刈羽原子力広報センター
　　　　　（２Ｆ研修室）

出 席 者　19名（欠席５名）

説 明 者　保安院、保安検査官事務所、
　　　　　東京電力（株）

オブザーバー　新潟県、柏崎市、刈羽村、西山町、
　　　　　地域担当官事務所、

内　　容　●前回定例会以後の動き　      
　　　　　●不正問題に対する国、東京
　　　　　　電力の総括報告
   　　　　●地域の会からの提言
   　　　　●委員意見交換

前
回
定
例
会
以
後
の
動
き

国
が
東
京
電
力
の
不
正
問
題
を
総
括
し
、

安
全
規
制
の
抜
本
的
見
直
し
を
行
っ
た

臨
界
事
故
か
ら
得
た
安
全
規
制
体
制
の

強
化
と
原
子
力
防
災
へ
の
教
訓

保
安
院
は
自
ら
の
広
報
よ
り
も
規
制

機
関
と
し
て
の
力
を
発
揮
す
べ
き
だ

保
安
院
の
総
括
に

つ
い
て
意
見
交
換

　

原
子
力
安
全
・
保
安
院
は
、

シ
ュ
ラ
ウ
ド
の
ひ
び
割
れ
等

に
関
し
て
、
自
主
点
検
記
録
に

不
正
な
記
載
が
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
原
子
炉
格
納
容
器
の
漏
洩

率
検
査
に
お
い
て
、
不
適
切
な

行
為
が
あ
っ
た
な
ど
の
東
京

電
力
に
よ
る
不
正
を
的
確
に

見
抜
い
て
正
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
た
。

そ
し
て
そ
の
反
省
の
う
え
に

立
っ
て
、安
全
規
制
制
度
の
抜
本

的
な
見
直
し
を
行
っ
た
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

 

そ
れ
に
対
し
て
東
京
電
力
は
、

一
連
の
不
祥
事
の
再
発
防
止

の
た
め
に
、日
常
の
業
務
を
足
元

か
ら
見
直
し
、原
発
の
本
来
あ
る

べ
き
姿
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、

ル
ー
ル
と
し
て
明
確
化
す
る

と
説
明
し
た
。そ
の
対
策
と
し
て
、

７
月
か
ら
よ
り
現
場
に
密
着
し
た

運
営
管
理
が
行
え
る
体
制
を

整
え
る
と
説
明
し
た
。

意
見 

保
安
院
は
自
ら
の
広
報
活
動

よ
り
も
、
本
来
の
規
制
機
関
と
し
て

の
力
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
例

え
ば
管
理
区
域
か
ら
の
物
品
の
持
ち

出
し
問
題
に
関
し
て
も
核
心
に
迫
っ
た

問
題
の
解
明
が
で
き
る
の
か
。

Ａ 

ま
ず
は
保
安
院
の
業
務
内
容
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、新
し
い
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
（
チ
ェ
ッ
ク
マ
ン
）
を
作
成

し
た
。管
理
区
域
か
ら
の
物
品
の
持
ち

出
し
に
つ
い
て
は
特
別
調
査
課
で
、現
在
、

調
査
中
。

意
見 

保
安
院
の
１
年
前
の
説
明
は

理
解
し
づ
ら
か
っ
た
が
、「
チ
ェ
ッ
ク
マ
ン
」

は
非
常
に
分
か
り
や
す
い
。多
く
の
情
報

を
整
理
し
、
き
ち
っ
と
伝
え
て
く
れ
る

の
も
保
安
院
の
仕
事
だ
と
思
う
の
で
、

今
後
の
広
報
官
の
活
動
に
期
待
し
た
い
。

意
見 

「
チ
ェ
ッ
ク
マ
ン
」は
世
論
調
査

の
結
果
、
肯
定
的
な
評
価
だ
っ
た
と

い
う
が
、全
く
逆
の
評
価
も
あ
る
。

Ａ 

「
チ
ェ
ッ
ク
マ
ン
」に
つ
い
て
は
、

試
行
錯
誤
し
つ
つ
や
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
。

意
見 

再
循
環
配
管
の
点
検
に
関
し
て
、

取
り
替
え
た
配
管
は
10
年
で
全
溶
接
線

の
25
％
を
点
検
し
、そ
れ
以
外
の
箇
所

は
５
年
間
で
100
％
点
検
す
る
と
い
う

の
は
、矛
盾
し
て
い
る
と
思
わ
な
い
か
。

Ａ 

応
力
腐
食
割
れ
対
策
が
取
ら
れ
て

い
な
い
も
の
は
、
５
年
間
で
100
％
点
検

が
必
要
で
あ
り
、
逆
に
対
策
が
取
ら

れ
て
い
る
も
の
は
従
来
ど
お
り
10
年
間

で
25
％
点
検
と
い
う
こ
と
で
健
全
性
は

確
保
で
き
る
。

意
見 

原
子
力
安
全
基
盤
機
構

（
J
N
E
S
）の「
定
期
安
全
管
理
審
査
」

の
結
果
に
つ
い
て
、保
安
院
が
評
定
す
る

と
い
う
が
、今
ま
で
終
わ
っ
た
も
の
の

評
定
と
公
開
は
ど
の
よ
う
な
形
で
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
柏
崎
刈
羽

原
発
の
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ 

評
定
結
果
は
プ
レ
ス
発
表
と
同
時

に
保
安
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
。柏
崎
刈
羽
原
発
に
つ
い
て
は

７
月
に
定
期
検
査
に
入
る
６
号
機
か
ら

定
期
安
全
管
理
審
査
の
対
象
に
な
る
。

評
価
の
方
法
と
し
て
は
、
Ｊ
Ｎ
Ｅ
Ｓ

が
審
査
し
た
結
果
を
、保
安
院
が
評
価

す
る
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
る
。

意
見　

国
の
説
明
責
任
と
は
何
か
。

Ａ　

規
制
活
動
を
説
明
す
る
の
が
国

の
説
明
責
任
。そ
れ
も
わ
か
り
や
す
く
、

一
方
通
行
で
は
な
く
、双
方
向
の
や
り

と
り
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
だ
。

意
見　

保
安
院
の「
抜
き
打
ち
的
検
査
」

と
は
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
る
の
か
。

そ
の
場
合
、
原
発
内
部
の
緊
張
関
係

は
保
た
れ
て
い
る
の
か
。
馴
れ
合
い

に
は
な
っ
て
い
な
い
の
か
。

Ａ　

東
京
電
力
の
自
主
点
検
の
現
場

で
今
日
は
こ
れ
を
見
る
と
か
、日
常
の

保
安
検
査
官
の
発
電
所
内
の
パ
ト
ロ

ー
ル
も
、あ
ら
か
じ
め
時
間
や
場
所
を

特
定
し
な
い
で
実
施
す
る
な
ど
頻
繁

に
行
っ
て
い
る
。

意
見 

保
安
院
と
Ｊ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
の
ダ
ブ
ル

チ
ェ
ッ
ク
は
意
味
を
な
さ
な
い
と
思
う

の
で
、分
離
独
立
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

保
安
院
と
Ｊ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
が
相
互
に

ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
保
安
院
と
Ｊ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
が
役
割

分
担
で
規
制
行
政
を
担
っ
て
い
る
わ
け

で
あ
り
、
そ
の
規
制
行
政
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
原
子
力

安
全
委
員
会
が
独
自
に
調
査
す
る
の

が
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
る
。

意
見 

保
安
院
は
、不
正
の
原
因
を

究
明
で
き
た
の
か
。
原
因
が
わ
か
ら

な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
規
制
・
ル
ー
ル
を

作
っ
て
も
安
心
で
き
な
い
。

Ａ　

80
・
90
年
代
に
、
大
き
な
改
造

工
事
が
連
続
し
、発
電
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
検
査
時
間
を
短
縮
す
る
等

の
圧
力
が
掛
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

 

さ
ら
に
本
来
な
ら
ば
安
全
が
全
て
に

優
先
す
る
と
い
う
管
理
体
制
が
と
ら

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に

こ
の
部
分
が
弱
か
っ
た
と
原
因
分
析

し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
機
器
類
の
検
査
か

ら
品
質
保
証
体
制
全
体
を
検
証
す
る
と

い
う
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
移
行
し
た
。

意
見 

こ
の
１
年
８
カ
月
、原
子
炉

を
停
止
し
、
代
替
の
火
力
発
電
で

賄
っ
た
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
は
ど
の

程
度
の
も
の
だ
っ
た
の
か
。

Ａ　

数
千
億
円
の
コ
ス
ト
増
と
な
っ
て

い
る
。

 

防
災
専
門
官
か
ら
、原
子
力
防
災

セ
ン
タ
ー
設
立
の
経
緯
や
そ
の

機
能
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な

説
明
が
行
わ
れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー

設
立
の
引
き
金
に
な
っ
た
の
は

平
成
11
年
に
東
海
村
で
発
生
し
た

Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
臨
界
事
故
。
こ
の
と
き

安
全
規
制
体
制
の
強
化
、
そ
し
て

初
動
活
動
な
ど
に
お
け
る
国
・

自
治
体
の
連
携
強
化
の
必
要
性
、

国
の
緊
急
時
対
応
体
制
の
強
化

と
い
う
三
つ
の
課
題
を
突
き
付
け

ら
れ
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
「
原
子
力
災
害
対

策
特
別
措
置
法
」を
制
定
し
、事
業
者

の
防
災
対
策
上
の
責
務
を
明
確

化
す
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
た
。

意
見　

重
点
対
策
地
域
10
㎞
圏
内
と

い
う
の
は
妥
当
な
の
か
。エ
リ
ア
図
は

同
心
円
で
は
な
く
、
風
向
き
を
考
慮

し
た
楕
円
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
10

㎞
圏
内
を
超
え
た
ら
、
ヨ
ウ
素
剤
も

配
ら
な
い
し
、
対
策
も
講
じ
な
い
と

い
う
の
は
腑
に
落
ち
な
い
。

Ａ 

10
㎞
圏
内
は
原
子
力
安
全
委
員
会

の
定
め
た
指
針
で
あ
り
、一
つ
の
目
安
。

概
ね
10
㎞
以
内
の
対
策
を
講
じ
て

お
け
ば
、万
一
、放
射
線
の
影
響
が
10
㎞

を
超
え
る
場
合
で
も
十
分
対
応
可
能

で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
そ
の
区
域
に
も

対
策
を
講
じ
る
。ま
た
、発
電
所
の
事
故

発
生
後
、す
ぐ
に
放
射
性
物
質
が
放
出

さ
れ
る
訳
で
は
な
く
、
避
難
・
退
避
や

ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
は
時
間
的
に
十
分

余
裕
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
。

意
見　

ヨ
ウ
素
剤
の
配
置
場
所
は
ど
こ
か
。

Ａ 

ヨ
ウ
素
剤
は
柏
崎
健
康
福
祉

事
務
所（
旧　
保
健
所
）に
16
万
４
０
０
０
錠
。

そ
の
ほ
か
柏
崎
市
役
所
、
柏
崎
消
防

本
部
、刈
羽
村
役
場
、西
山
町
役
場
等
に

必
要
量
を
置
い
て
あ
る
。
合
計
で
は

50
万
４
０
０
０
錠
に
な
る
。

意
見　

事
故
が
発
生
し
て
放
射
性
物

質
が
浮
遊
し
て
い
る
な
か
を
、
ど
う

や
っ
て
ヨ
ウ
素
剤
を
配
る
の
か
。

Ａ 

放
射
線
が
漂
う
前
に
、
住
民
が

退
避
し
集
合
し
た
場
所
に
お
い
て

ヨ
ウ
素
剤
を
配
る
。

意
見　

医
療
班
が
来
る
と
い
う
が
、

市
内
に
は
放
射
線
担
当
の
人
は
い
な
く

て
、よ
そ
か
ら
来
る
と
い
う
。放
射
線
が

漂
う
中
を
か
い
く
ぐ
っ
て
く
る
の
か
。

Ａ 

医
療
班
は
医
療
機
関
と
の
連
絡

調
整
が
役
目
。
万
一
、
専
門
の
治
療
を

要
す
る
場
合
に
は
、県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

や
千
葉
の
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所

な
ど
へ
移
送
す
る
。

意
見　

事
故
が
発
生
し
災
害
対
策
本
部

が
機
能
す
る
ま
で
、ど
の
程
度
の
時
間
が
、

か
か
る
の
か
。

Ａ 

30
分
〜
１
時
間
く
ら
い
で
配
置

で
き
る
。

意
見　

原
子
力
防
災
計
画
が
本
質
的

に
機
能
す
る
の
か
ど
う
か
疑
問
だ
。

県
の
総
合
防
災
訓
練
も
実
態
に
即
し
た

も
の
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
、
大
地
震

で
発
電
所
の
事
故
が
起
こ
る
こ
と
は
十

分
に
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
、地
震
災
害

と
原
子
力
災
害
の
両
方
を
併
せ
た
防
災

と
い
う
も
の
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ 

当
然
想
定
し
て
お
り
、地
震
に

よ
る
被
害
が
進
展
す
る
よ
う
な
状
況

で
あ
れ
ば
、
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

が
立
ち
上
が
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

県
の
総
合
防
災
訓
練
は
平
成
8
年

か
ら
住
民
参
加
と
い
う
形
で
実
施
し
て

い
る
。
た
だ
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、

気
候
条
件
な
ど
を
勘
案
し
て
、
今
後

考
え
て
行
く
べ
き
課
題
の
一
つ
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　14回定例会では県及び事業者から２号機の運転

再開容認に伴う全号機再起動に至るまでの経過報

告が行われました。

　引き続いて原子力防災センター及び放射線監視

センターの視察が行われ、国と県からの原子力防災に

関する説明を受けて、出席者間の意見交換が行われました。

日　　時　平成16年７月７日（水）

場　　所　柏崎刈羽原子力防災センター

出 席 者　17名（欠席７名）

説 明 者　防災専門官、新潟県、県放射線監視センター

オブザーバー　柏崎市、刈羽村、西山町、地域担当官事務所、

　　　　　東京電力（株）

内　　容　●全号機再起動の経過説明

　　　　　●柏崎原子力防災センター、及び放射線監視センター視察

　　　　　●原子力防災に関する説明

　　　　　●委員意見交換

第
13
回
定
例
会

第
13
回
定
例
会

第
14
回
定
例
会

第
14
回
定
例
会

地
域
の
会
が
国
、
東
電
に
提
言

原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
を
視
察
、

　

原
子
力
防
災
を
テ
ー
マ
に
討
論

東京電力株式会社への提言
1年間を総括しての提言

　「地域の会」は、貴社の不正問題をきっかけに柏崎刈羽

地域における原発に賛成、反対、中立の立場の委員24

名で発足しました。従来ならば賛否の意見を持つ両者

が同席して継続的に議論することなど考えられない

ことでしたが、こうしたことを乗り越えて会が発足した

ことは、この問題を市民がいかに深刻かつ重大に受け

止めていたかを認識しなければなりません。

　会では発足以来1年間、何度も貴社から説明を受け、

発電所の現場を確認し、意見交換をしてきました。

　最後の2号機の運転再開を迎えて、1年間の総括の

意味を込めて会で意見交換を行いました。

　ここに委員の総意として下記のとおり提言いたします。

記

１　発電所内での全ての事は東京電力が責任を持つべき

もので、体質改善を継続すべきであります。発電所

で働く全ての人たちが、地域に信頼される発電所

を目指して全力で取り組まれるよう求めます。

２　東京電力が自身で立てた再発防止策は地域への約束

であり、引き続き真摯に取り組まれるとともに、進捗

状況を定期的に地域住民に説明されるよう求めます。

経済産業省原子力安全・保安院
柏崎刈羽原子力保安検査官事務所への提言

1年間を総括しての提言
　「地域の会」は、東京電力の不正問題をきっかけに柏崎
刈羽地域における原発に賛成、反対、中立の立場の委員

24名で発足しました。従来ならば賛否の意見を持つ

両者が同席して継続的に議論することなど考えられない

ことでしたが、こうしたことを乗り越えて会が発足した

ことは、この問題を市民がいかに深刻かつ重大に受け

止めていたかを認識しなければなりません。

　会では、この１年間、シュラウドや再循環系配管のひび

割れ問題や新たな原子力安全規制制度など何度も説明

を受け、発電所の現場を確認し、意見交換をしてきました。

　最後の2号機の運転再開を迎えて、1年間の総括の

意味を込めて会で意見交換を行いました。

　ここに委員の意見の共通項をまとめ、下記のとおり

提言いたします。
記

１　国の原子力行政について、国民及び地域住民が納得し、

信頼できるような体制とすることを求めます。

２　規制当局と被規制者である事業者とのあり様が国民の

目に見えるよう透明性を確保する仕組みにして下さい。

第13回定例会の概要

第14回定例会の概要

事
故
発
生

原子力防災センター

国、県、市町村
防災関係機関
原子力事業者

放射線監視
センター

●屋内退避
●コンクリート屋内退避
●避難
●飲食等の摂取制限
●ヨウ素剤の投与
●陸上・海上での立入制限等
●交通規制

テレビ・ラジオ

防災行政無線・広報車など

モニタリングチームによる
緊急時環境モニタリング
●各地域で放射線などを測定

周辺住民への広報

防護対策実施緊急時環境モニタリング活動

●防災に関する知識の普及
●住民への指示・伝達
●緊急時環境放射線モニタリング
●緊急時医療

原子力防災計画の内容

事故発生からの動き事故発生からの動き

キーワード解説キーワード解説キーワード解説
　万一、原子力発電所で事故が発生し、放射性

物質が外部へ放出された場合に問題となる物質

の一つに「放射性ヨウ素」があります。「放射性

ヨウ素」は気体状に放出され、私たちの体に吸収

されると甲状腺に集まる性質があり、放射線の

内部被ばくによる甲状腺ガン等の原因となる

可能性があります。ヨウ素剤は放射線を出さない

普通のヨウ素でできていて、服用すると甲状腺

に集まり、その後、「放射性ヨウ素」が体に吸収

されても甲状腺への集積を防ぐ効果があります。

　ヨウ素剤は原子力発電所から

約10㎞内人口の10日分が、柏崎

健康福祉事務所（旧　保健所）、

市役所・町村役場、消防本部

などに用意されており、必要

に応じて直ちに配布場所に

運ばれることになっています。
ヨウ素剤

事
故
発
生
、即
退
避
で
は
な
い
の
か

総
合
防
災
訓
練
は
形
式
主
義
に

陥
っ
て
は
い
な
い
か

　

新
潟
県
は
、
こ
れ
ま
で
月
に
一
回
、
県
単
独
で

行
っ
て
い
た
原
発
の
状
況
確
認
を
、４
月
以
降
、県
、

柏
崎
市
、刈
羽
村
の
三
者
で
行
っ
て
い
る
こ
と
を

説
明
。
ま
た
４
月
20
日
に
東
京
電
力
か
ら
５
号

機
の
運
転
再
開
の
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、

４
月
27
日
に
知
事
が
、
柏
崎
市
長
と
刈
羽
村
長

の
意
向
を
確
認
し
た
上
で
、
容
認
す
る
こ
と
が

妥
当
と
判
断
し
、
そ
の
旨
を
国
及
び
東
京
電
力
に

連
絡
し
た
と
説
明
し
ま
し
た
。

前
回
定
例
会
以
後
の
動
き

県
か
ら
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
月
例
状
況
確
認
と
し
て
県
市
村
で
1
〜
7
号
機
運
転
保
守

状
況
を
確
認
、ま
た
、6
月
17
日
の
5
号
機
、6
月
21
日
の
1
号

機
で
そ
れ
ぞ
れ
発
生
し
た
出
力
低
下
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
状
況
確
認
を
行
っ
た
。

○
東
京
電
力
か
ら
の
2
号
機
の
運
転
再
開
要
請
を
受
け
、

保
安
院
に
よ
る
安
全
確
認
状
況
の
詳
細
説
明
な
ど
の

一
連
の
流
れ
を
受
け
て
、
市
長
・
村
長
が
県
に
運
転
再
開

容
認
を
伝
達
、
知
事
は
国
と
東
京
電
力
に
運
転
再
開
容
認

を
連
絡
し
た
。

○
全
号
機
が
運
転
再
開
し
た
こ
と
に
伴
い
、県
知
事
、柏
崎
市
長
、

刈
羽
村
長
と
で
三
者
会
談
を
行
い
、不
正
問
題
を
総
括
し
た
。

（
7
月
6
日
の
市
長
の
要
請
は
当
日
説
明
し
て
い
な
い
）

▲防災対策を重点的に充実すべき
　地域の範囲

▲新潟県柏崎刈羽原子力防災センター（柏崎市三和町）

3 2

ヨウ素剤ヨウ素剤

地域の会　国・東電に対する提言書全文

規
制
す
る
保
安
院
と
事
業
者
・
東
電
の

“緊
張
関
係
”を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か

▲第13回定例会 会議風景

▲定例会での県担当者説明



原
子
力
発
電
所
の
運
転
に
あ
た
っ
て
は
、

法
令
な
ど
に
基
づ
い
て
安
全
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
万
が
一
、
発
電

所
の
異
常
事
態
に
よ
り
放
射
線
の
影
響
が

周
辺
地
域
に
及
ぶ
お
そ
れ
が
生
じ
た
と
き
の

の
た
め
に
国
、
県
、
関
係
市
町
村
及
び
防
災

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
住
民
の
安
全

と
健
康
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、地
域

防
災
計
画
・
原
子
力
災
害
対
策
編
が
策
定

さ
れ
て
お
り
、
原
子
力
災
害
応
急
対
策
と

し
て
次
の
よ
う
な
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

初
期
活
動

　

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
で
異
常
が

発
生
し
た
場
合
、発
電
所
か
ら
、国
、新
潟
県
、

関
係
市
町
村
へ
通
報
・
連
絡
が
入
り
ま
す
。

　

こ
の
通
報
が
次
の
基
準
に
当
て
は
ま
る

場
合
、新
潟
県
及
び
関
係
市
町
村
は
、原
子
力

災
害
に
備
え
て
警
戒
体
制
を
と
り
、
災
害

対
策
本
部
設
置
準
備
や
情
報
の
収
集
を

行
い
ま
す
。

初
期
活
動
の
基
準

・
発
電
所
周
辺
の
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

空
間
線
量
率
が
毎
時
１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

（
平
常
時
の
約
25
倍
）を
超
え
た
と
き

・
特
定
事
象
に
先
行
す
る
事
象
が
認
め
ら
れ
る
と
き

応
急
対
策
活
動

　

事
故
の
状
況
が
悪
化
し
て
、
住
民
へ

影
響
が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
国
、

新
潟
県
、
関
係
市
町
村
は
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
て
応
急
対
策
活
動
を
開
始

し
ま
す
。ま
た
、国
、新
潟
県
、関
係
市
町
村
、

東
京
電
力
及
び
防
災
関
係
機
関
は
新
潟

県
柏
崎
刈
羽
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

（
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
）に
お
い
て
、住
民

の
退
避
、
避
難
な
ど
の
緊
急
事
態
応
急

対
策
を
一
体
的
に
連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、新
潟
県
は
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

内
に
知
事
を
本
部
長
と
す
る
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
柏
崎
市
・

刈
羽
村
・
西
山
町
は
、
災
害
対
策
本
部

を
市
役
所
、
町
・
村
役
場
内
に
設
置
し
、

原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は

市
町
村
現
地
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
す
。

災
害
対
策
本
部
の
設
置
基
準

（
新
潟
県
及
び
柏
崎
市
・
刈
羽
村
・
西
山
町
）

・
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
原
子
力
災
害
対
策
特
別

措
置
法
（
原
災
法
）
第
10
条
に
定
め
る
特
定
事
象

発
生
の
通
報
が
あ
っ
た
と
き

・
発
電
所
周
辺
の
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

空
間
線
量
率
が
毎
時
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

を
超
え
た
と
き

・
原
災
法
第
15
条
に
定
め
る
原
子
力
緊
急
事
態

宣
言
発
令
の
基
準
に
達
し
た
と
き

原
災
法
第
10
条
と
特
定
事
象

原
災
法
第
10
条
で
は
、
発
電
所
敷
地
境
界
付
近
の
空
間

線
量
率
が
毎
時
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
た
場
合

や
発
電
所
外
へ
の
異
常
な
放
射
性
物
質
の
放
出
に
進
展

す
る
可
能
性
の
あ
る
特
定
の
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、国
、

県
、
市
町
村
及
び
防
災
関
係
機
関
に
通
報
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
特
定
事
象
と

い
い
ま
す
。

原
災
法
第
15
条
と
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言

原
災
法
第
15
条
で
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
原
子
力
緊
急

事
態
が
発
生
し
た
と
認
め
た
と
き
（
発
電
所
敷
地
境
界

付
近
の
空
間
線
量
率
が
毎
時
5
0
0
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
を
超
え
た
場
合
や
発
電
所
外
へ
の
異
常
な
放
射
性

物
質
の
放
出
の
兆
候
を
示
す
事
象
が
発
生
し
た
場
合
）

に
は
、原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
し
、自
ら
を
本
部
長

と
す
る
「
原
子
力
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
、
原
子
力

防
災
セ
ン
タ
ー
に
は
「
原
子
力
災
害
現
地
対
策
本
部
」
を

設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　13回定例会では、原子力安全・保安院が、
東京電力による一連の不正問題を摘発
できず、指導・監督が不十分だったこと
を総括し、安全規制の抜本的見直しを
行ったとの説明があり、その後、地域の会
からの国・東電に対する提言、意見交換
が行われました。

日　　時　平成16年６月２日（水）

場　　所　柏崎刈羽原子力広報センター
　　　　　（２Ｆ研修室）

出 席 者　19名（欠席５名）

説 明 者　保安院、保安検査官事務所、
　　　　　東京電力（株）

オブザーバー　新潟県、柏崎市、刈羽村、西山町、
　　　　　地域担当官事務所、

内　　容　●前回定例会以後の動き　      
　　　　　●不正問題に対する国、東京
　　　　　　電力の総括報告
   　　　　●地域の会からの提言
   　　　　●委員意見交換

前
回
定
例
会
以
後
の
動
き

国
が
東
京
電
力
の
不
正
問
題
を
総
括
し
、

安
全
規
制
の
抜
本
的
見
直
し
を
行
っ
た

臨
界
事
故
か
ら
得
た
安
全
規
制
体
制
の

強
化
と
原
子
力
防
災
へ
の
教
訓

保
安
院
は
自
ら
の
広
報
よ
り
も
規
制

機
関
と
し
て
の
力
を
発
揮
す
べ
き
だ

保
安
院
の
総
括
に

つ
い
て
意
見
交
換

　

原
子
力
安
全
・
保
安
院
は
、

シ
ュ
ラ
ウ
ド
の
ひ
び
割
れ
等

に
関
し
て
、
自
主
点
検
記
録
に

不
正
な
記
載
が
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
原
子
炉
格
納
容
器
の
漏
洩

率
検
査
に
お
い
て
、
不
適
切
な

行
為
が
あ
っ
た
な
ど
の
東
京

電
力
に
よ
る
不
正
を
的
確
に

見
抜
い
て
正
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
た
。

そ
し
て
そ
の
反
省
の
う
え
に

立
っ
て
、安
全
規
制
制
度
の
抜
本

的
な
見
直
し
を
行
っ
た
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

 

そ
れ
に
対
し
て
東
京
電
力
は
、

一
連
の
不
祥
事
の
再
発
防
止

の
た
め
に
、日
常
の
業
務
を
足
元

か
ら
見
直
し
、原
発
の
本
来
あ
る

べ
き
姿
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、

ル
ー
ル
と
し
て
明
確
化
す
る

と
説
明
し
た
。そ
の
対
策
と
し
て
、

７
月
か
ら
よ
り
現
場
に
密
着
し
た

運
営
管
理
が
行
え
る
体
制
を

整
え
る
と
説
明
し
た
。

意
見 

保
安
院
は
自
ら
の
広
報
活
動

よ
り
も
、
本
来
の
規
制
機
関
と
し
て

の
力
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
例

え
ば
管
理
区
域
か
ら
の
物
品
の
持
ち

出
し
問
題
に
関
し
て
も
核
心
に
迫
っ
た

問
題
の
解
明
が
で
き
る
の
か
。

Ａ 

ま
ず
は
保
安
院
の
業
務
内
容
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、新
し
い
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
（
チ
ェ
ッ
ク
マ
ン
）
を
作
成

し
た
。管
理
区
域
か
ら
の
物
品
の
持
ち

出
し
に
つ
い
て
は
特
別
調
査
課
で
、現
在
、

調
査
中
。

意
見 

保
安
院
の
１
年
前
の
説
明
は

理
解
し
づ
ら
か
っ
た
が
、「
チ
ェ
ッ
ク
マ
ン
」

は
非
常
に
分
か
り
や
す
い
。多
く
の
情
報

を
整
理
し
、
き
ち
っ
と
伝
え
て
く
れ
る

の
も
保
安
院
の
仕
事
だ
と
思
う
の
で
、

今
後
の
広
報
官
の
活
動
に
期
待
し
た
い
。

意
見 

「
チ
ェ
ッ
ク
マ
ン
」は
世
論
調
査

の
結
果
、
肯
定
的
な
評
価
だ
っ
た
と

い
う
が
、全
く
逆
の
評
価
も
あ
る
。

Ａ 

「
チ
ェ
ッ
ク
マ
ン
」に
つ
い
て
は
、

試
行
錯
誤
し
つ
つ
や
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
。

意
見 

再
循
環
配
管
の
点
検
に
関
し
て
、

取
り
替
え
た
配
管
は
10
年
で
全
溶
接
線

の
25
％
を
点
検
し
、そ
れ
以
外
の
箇
所

は
５
年
間
で
100
％
点
検
す
る
と
い
う

の
は
、矛
盾
し
て
い
る
と
思
わ
な
い
か
。

Ａ 

応
力
腐
食
割
れ
対
策
が
取
ら
れ
て

い
な
い
も
の
は
、
５
年
間
で
100
％
点
検

が
必
要
で
あ
り
、
逆
に
対
策
が
取
ら

れ
て
い
る
も
の
は
従
来
ど
お
り
10
年
間

で
25
％
点
検
と
い
う
こ
と
で
健
全
性
は

確
保
で
き
る
。

意
見 

原
子
力
安
全
基
盤
機
構

（
J
N
E
S
）の「
定
期
安
全
管
理
審
査
」

の
結
果
に
つ
い
て
、保
安
院
が
評
定
す
る

と
い
う
が
、今
ま
で
終
わ
っ
た
も
の
の

評
定
と
公
開
は
ど
の
よ
う
な
形
で
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
柏
崎
刈
羽

原
発
の
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ 

評
定
結
果
は
プ
レ
ス
発
表
と
同
時

に
保
安
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
。柏
崎
刈
羽
原
発
に
つ
い
て
は

７
月
に
定
期
検
査
に
入
る
６
号
機
か
ら

定
期
安
全
管
理
審
査
の
対
象
に
な
る
。

評
価
の
方
法
と
し
て
は
、
Ｊ
Ｎ
Ｅ
Ｓ

が
審
査
し
た
結
果
を
、保
安
院
が
評
価

す
る
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
る
。

意
見　

国
の
説
明
責
任
と
は
何
か
。

Ａ　

規
制
活
動
を
説
明
す
る
の
が
国

の
説
明
責
任
。そ
れ
も
わ
か
り
や
す
く
、

一
方
通
行
で
は
な
く
、双
方
向
の
や
り

と
り
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
だ
。

意
見　

保
安
院
の「
抜
き
打
ち
的
検
査
」

と
は
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
る
の
か
。

そ
の
場
合
、
原
発
内
部
の
緊
張
関
係

は
保
た
れ
て
い
る
の
か
。
馴
れ
合
い

に
は
な
っ
て
い
な
い
の
か
。

Ａ　

東
京
電
力
の
自
主
点
検
の
現
場

で
今
日
は
こ
れ
を
見
る
と
か
、日
常
の

保
安
検
査
官
の
発
電
所
内
の
パ
ト
ロ

ー
ル
も
、あ
ら
か
じ
め
時
間
や
場
所
を

特
定
し
な
い
で
実
施
す
る
な
ど
頻
繁

に
行
っ
て
い
る
。

意
見 

保
安
院
と
Ｊ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
の
ダ
ブ
ル

チ
ェ
ッ
ク
は
意
味
を
な
さ
な
い
と
思
う

の
で
、分
離
独
立
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

保
安
院
と
Ｊ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
が
相
互
に

ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
保
安
院
と
Ｊ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
が
役
割

分
担
で
規
制
行
政
を
担
っ
て
い
る
わ
け

で
あ
り
、
そ
の
規
制
行
政
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
原
子
力

安
全
委
員
会
が
独
自
に
調
査
す
る
の

が
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
る
。

意
見 

保
安
院
は
、不
正
の
原
因
を

究
明
で
き
た
の
か
。
原
因
が
わ
か
ら

な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
規
制
・
ル
ー
ル
を

作
っ
て
も
安
心
で
き
な
い
。

Ａ　

80
・
90
年
代
に
、
大
き
な
改
造

工
事
が
連
続
し
、発
電
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
検
査
時
間
を
短
縮
す
る
等

の
圧
力
が
掛
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

 

さ
ら
に
本
来
な
ら
ば
安
全
が
全
て
に

優
先
す
る
と
い
う
管
理
体
制
が
と
ら

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に

こ
の
部
分
が
弱
か
っ
た
と
原
因
分
析

し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
機
器
類
の
検
査
か

ら
品
質
保
証
体
制
全
体
を
検
証
す
る
と

い
う
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
移
行
し
た
。

意
見 

こ
の
１
年
８
カ
月
、原
子
炉

を
停
止
し
、
代
替
の
火
力
発
電
で

賄
っ
た
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
は
ど
の

程
度
の
も
の
だ
っ
た
の
か
。

Ａ　

数
千
億
円
の
コ
ス
ト
増
と
な
っ
て

い
る
。

 

防
災
専
門
官
か
ら
、原
子
力
防
災

セ
ン
タ
ー
設
立
の
経
緯
や
そ
の

機
能
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な

説
明
が
行
わ
れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー

設
立
の
引
き
金
に
な
っ
た
の
は

平
成
11
年
に
東
海
村
で
発
生
し
た

Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
臨
界
事
故
。
こ
の
と
き

安
全
規
制
体
制
の
強
化
、
そ
し
て

初
動
活
動
な
ど
に
お
け
る
国
・

自
治
体
の
連
携
強
化
の
必
要
性
、

国
の
緊
急
時
対
応
体
制
の
強
化

と
い
う
三
つ
の
課
題
を
突
き
付
け

ら
れ
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
「
原
子
力
災
害
対

策
特
別
措
置
法
」を
制
定
し
、事
業
者

の
防
災
対
策
上
の
責
務
を
明
確

化
す
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
た
。

意
見　

重
点
対
策
地
域
10
㎞
圏
内
と

い
う
の
は
妥
当
な
の
か
。エ
リ
ア
図
は

同
心
円
で
は
な
く
、
風
向
き
を
考
慮

し
た
楕
円
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
10

㎞
圏
内
を
超
え
た
ら
、
ヨ
ウ
素
剤
も

配
ら
な
い
し
、
対
策
も
講
じ
な
い
と

い
う
の
は
腑
に
落
ち
な
い
。

Ａ 

10
㎞
圏
内
は
原
子
力
安
全
委
員
会

の
定
め
た
指
針
で
あ
り
、一
つ
の
目
安
。

概
ね
10
㎞
以
内
の
対
策
を
講
じ
て

お
け
ば
、万
一
、放
射
線
の
影
響
が
10
㎞

を
超
え
る
場
合
で
も
十
分
対
応
可
能

で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
そ
の
区
域
に
も

対
策
を
講
じ
る
。ま
た
、発
電
所
の
事
故

発
生
後
、す
ぐ
に
放
射
性
物
質
が
放
出

さ
れ
る
訳
で
は
な
く
、
避
難
・
退
避
や

ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
は
時
間
的
に
十
分

余
裕
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
。

意
見　

ヨ
ウ
素
剤
の
配
置
場
所
は
ど
こ
か
。

Ａ 

ヨ
ウ
素
剤
は
柏
崎
健
康
福
祉

事
務
所（
旧　
保
健
所
）に
16
万
４
０
０
０
錠
。

そ
の
ほ
か
柏
崎
市
役
所
、
柏
崎
消
防

本
部
、刈
羽
村
役
場
、西
山
町
役
場
等
に

必
要
量
を
置
い
て
あ
る
。
合
計
で
は

50
万
４
０
０
０
錠
に
な
る
。

意
見　

事
故
が
発
生
し
て
放
射
性
物

質
が
浮
遊
し
て
い
る
な
か
を
、
ど
う

や
っ
て
ヨ
ウ
素
剤
を
配
る
の
か
。

Ａ 

放
射
線
が
漂
う
前
に
、
住
民
が

退
避
し
集
合
し
た
場
所
に
お
い
て

ヨ
ウ
素
剤
を
配
る
。

意
見　

医
療
班
が
来
る
と
い
う
が
、

市
内
に
は
放
射
線
担
当
の
人
は
い
な
く

て
、よ
そ
か
ら
来
る
と
い
う
。放
射
線
が

漂
う
中
を
か
い
く
ぐ
っ
て
く
る
の
か
。

Ａ 

医
療
班
は
医
療
機
関
と
の
連
絡

調
整
が
役
目
。
万
一
、
専
門
の
治
療
を

要
す
る
場
合
に
は
、県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

や
千
葉
の
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所

な
ど
へ
移
送
す
る
。

意
見　

事
故
が
発
生
し
災
害
対
策
本
部

が
機
能
す
る
ま
で
、ど
の
程
度
の
時
間
が
、

か
か
る
の
か
。

Ａ 

30
分
〜
１
時
間
く
ら
い
で
配
置

で
き
る
。

意
見　

原
子
力
防
災
計
画
が
本
質
的

に
機
能
す
る
の
か
ど
う
か
疑
問
だ
。

県
の
総
合
防
災
訓
練
も
実
態
に
即
し
た

も
の
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
、
大
地
震

で
発
電
所
の
事
故
が
起
こ
る
こ
と
は
十

分
に
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
、地
震
災
害

と
原
子
力
災
害
の
両
方
を
併
せ
た
防
災

と
い
う
も
の
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ 

当
然
想
定
し
て
お
り
、地
震
に

よ
る
被
害
が
進
展
す
る
よ
う
な
状
況

で
あ
れ
ば
、
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

が
立
ち
上
が
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

県
の
総
合
防
災
訓
練
は
平
成
8
年

か
ら
住
民
参
加
と
い
う
形
で
実
施
し
て

い
る
。
た
だ
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、

気
候
条
件
な
ど
を
勘
案
し
て
、
今
後

考
え
て
行
く
べ
き
課
題
の
一
つ
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　14回定例会では県及び事業者から２号機の運転

再開容認に伴う全号機再起動に至るまでの経過報

告が行われました。

　引き続いて原子力防災センター及び放射線監視

センターの視察が行われ、国と県からの原子力防災に

関する説明を受けて、出席者間の意見交換が行われました。

日　　時　平成16年７月７日（水）

場　　所　柏崎刈羽原子力防災センター

出 席 者　17名（欠席７名）

説 明 者　防災専門官、新潟県、県放射線監視センター

オブザーバー　柏崎市、刈羽村、西山町、地域担当官事務所、

　　　　　東京電力（株）

内　　容　●全号機再起動の経過説明

　　　　　●柏崎原子力防災センター、及び放射線監視センター視察

　　　　　●原子力防災に関する説明

　　　　　●委員意見交換

第
13
回
定
例
会

第
13
回
定
例
会

第
14
回
定
例
会

第
14
回
定
例
会

地
域
の
会
が
国
、
東
電
に
提
言

原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
を
視
察
、

　

原
子
力
防
災
を
テ
ー
マ
に
討
論

東京電力株式会社への提言
1年間を総括しての提言

　「地域の会」は、貴社の不正問題をきっかけに柏崎刈羽

地域における原発に賛成、反対、中立の立場の委員24

名で発足しました。従来ならば賛否の意見を持つ両者

が同席して継続的に議論することなど考えられない

ことでしたが、こうしたことを乗り越えて会が発足した

ことは、この問題を市民がいかに深刻かつ重大に受け

止めていたかを認識しなければなりません。

　会では発足以来1年間、何度も貴社から説明を受け、

発電所の現場を確認し、意見交換をしてきました。

　最後の2号機の運転再開を迎えて、1年間の総括の

意味を込めて会で意見交換を行いました。

　ここに委員の総意として下記のとおり提言いたします。

記

１　発電所内での全ての事は東京電力が責任を持つべき

もので、体質改善を継続すべきであります。発電所

で働く全ての人たちが、地域に信頼される発電所

を目指して全力で取り組まれるよう求めます。

２　東京電力が自身で立てた再発防止策は地域への約束

であり、引き続き真摯に取り組まれるとともに、進捗

状況を定期的に地域住民に説明されるよう求めます。

経済産業省原子力安全・保安院
柏崎刈羽原子力保安検査官事務所への提言

1年間を総括しての提言
　「地域の会」は、東京電力の不正問題をきっかけに柏崎
刈羽地域における原発に賛成、反対、中立の立場の委員

24名で発足しました。従来ならば賛否の意見を持つ

両者が同席して継続的に議論することなど考えられない

ことでしたが、こうしたことを乗り越えて会が発足した

ことは、この問題を市民がいかに深刻かつ重大に受け

止めていたかを認識しなければなりません。

　会では、この１年間、シュラウドや再循環系配管のひび

割れ問題や新たな原子力安全規制制度など何度も説明

を受け、発電所の現場を確認し、意見交換をしてきました。

　最後の2号機の運転再開を迎えて、1年間の総括の

意味を込めて会で意見交換を行いました。

　ここに委員の意見の共通項をまとめ、下記のとおり

提言いたします。
記

１　国の原子力行政について、国民及び地域住民が納得し、

信頼できるような体制とすることを求めます。

２　規制当局と被規制者である事業者とのあり様が国民の

目に見えるよう透明性を確保する仕組みにして下さい。

第13回定例会の概要

第14回定例会の概要

事
故
発
生

原子力防災センター

国、県、市町村
防災関係機関
原子力事業者

放射線監視
センター

●屋内退避
●コンクリート屋内退避
●避難
●飲食等の摂取制限
●ヨウ素剤の投与
●陸上・海上での立入制限等
●交通規制

テレビ・ラジオ

防災行政無線・広報車など

モニタリングチームによる
緊急時環境モニタリング
●各地域で放射線などを測定

周辺住民への広報

防護対策実施緊急時環境モニタリング活動

●防災に関する知識の普及
●住民への指示・伝達
●緊急時環境放射線モニタリング
●緊急時医療

原子力防災計画の内容

事故発生からの動き事故発生からの動き

キーワード解説キーワード解説キーワード解説
　万一、原子力発電所で事故が発生し、放射性

物質が外部へ放出された場合に問題となる物質

の一つに「放射性ヨウ素」があります。「放射性

ヨウ素」は気体状に放出され、私たちの体に吸収

されると甲状腺に集まる性質があり、放射線の

内部被ばくによる甲状腺ガン等の原因となる

可能性があります。ヨウ素剤は放射線を出さない

普通のヨウ素でできていて、服用すると甲状腺

に集まり、その後、「放射性ヨウ素」が体に吸収

されても甲状腺への集積を防ぐ効果があります。

　ヨウ素剤は原子力発電所から

約10㎞内人口の10日分が、柏崎

健康福祉事務所（旧　保健所）、

市役所・町村役場、消防本部

などに用意されており、必要

に応じて直ちに配布場所に

運ばれることになっています。
ヨウ素剤

事
故
発
生
、即
退
避
で
は
な
い
の
か

総
合
防
災
訓
練
は
形
式
主
義
に

陥
っ
て
は
い
な
い
か

　

新
潟
県
は
、
こ
れ
ま
で
月
に
一
回
、
県
単
独
で

行
っ
て
い
た
原
発
の
状
況
確
認
を
、４
月
以
降
、県
、

柏
崎
市
、刈
羽
村
の
三
者
で
行
っ
て
い
る
こ
と
を

説
明
。
ま
た
４
月
20
日
に
東
京
電
力
か
ら
５
号

機
の
運
転
再
開
の
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、

４
月
27
日
に
知
事
が
、
柏
崎
市
長
と
刈
羽
村
長

の
意
向
を
確
認
し
た
上
で
、
容
認
す
る
こ
と
が

妥
当
と
判
断
し
、
そ
の
旨
を
国
及
び
東
京
電
力
に

連
絡
し
た
と
説
明
し
ま
し
た
。

前
回
定
例
会
以
後
の
動
き

県
か
ら
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
月
例
状
況
確
認
と
し
て
県
市
村
で
1
〜
7
号
機
運
転
保
守

状
況
を
確
認
、ま
た
、6
月
17
日
の
5
号
機
、6
月
21
日
の
1
号

機
で
そ
れ
ぞ
れ
発
生
し
た
出
力
低
下
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
状
況
確
認
を
行
っ
た
。

○
東
京
電
力
か
ら
の
2
号
機
の
運
転
再
開
要
請
を
受
け
、

保
安
院
に
よ
る
安
全
確
認
状
況
の
詳
細
説
明
な
ど
の

一
連
の
流
れ
を
受
け
て
、
市
長
・
村
長
が
県
に
運
転
再
開

容
認
を
伝
達
、
知
事
は
国
と
東
京
電
力
に
運
転
再
開
容
認

を
連
絡
し
た
。

○
全
号
機
が
運
転
再
開
し
た
こ
と
に
伴
い
、県
知
事
、柏
崎
市
長
、

刈
羽
村
長
と
で
三
者
会
談
を
行
い
、不
正
問
題
を
総
括
し
た
。

（
7
月
6
日
の
市
長
の
要
請
は
当
日
説
明
し
て
い
な
い
）

▲防災対策を重点的に充実すべき
　地域の範囲

▲新潟県柏崎刈羽原子力防災センター（柏崎市三和町）

3 2

ヨウ素剤ヨウ素剤

地域の会　国・東電に対する提言書全文

規
制
す
る
保
安
院
と
事
業
者
・
東
電
の

“緊
張
関
係
”を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か

▲第13回定例会 会議風景

▲定例会での県担当者説明



「柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会」
事務局：財団法人 柏崎原子力広報センター　〒945－0017 新潟県柏崎市荒浜1丁目3番32号

TEL 0257－22－1896　FAX 0257－32－3228　E－mai l i n f o@ t i i k i n o k a i . j p

　

地
域
の
会
っ
て
な
ん
で
ぇ
？　

地
域
の
会
っ
て

東
電
が
作
っ
た
会
？　

こ
ん
な
認
識
が
住
民
の

一
般
的
認
識
み
た
い
だ
。一
昨
年
８
月
の
事
故
隠
し

発
覚
直
後
、
東
電
は
再
生
の
一
環
と
し
て
自
ら

「
地
域
情
報
会
議
」
を
作
り
住
民
の
批
判
を
受
け

入
れ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
こ
と
は
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
と
考
え
た
新
潟
県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
、

西
山
町
は
賛
成
・
反
対
の
住
民
が
参
加
し
た
「
原
発

の
透
明
性
を
確
保
す
る
地
域
の
会
」
を
行
政
、
東
電

に
対
す
る
監
視
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
5
月
発
足

さ
せ
た
。
原
発
の
停
止
と
か
、
行
政
に
対
す
る
勧
告

の
権
限
は
ひ
と
つ
も
な
い
が
、
委
員
の
発
言
は

そ
れ
な
り
に
重
く
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

月
一
度
開
催
さ
れ
る
定
例
会
は
、
東
電
、
国
や
県
、

柏
崎
市
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
方
面
に
は
厳
し
い

意
見
が
だ
さ
れ
る
。
24
人
の
委
員
が
代
わ
る
代
わ
る

遠
慮
な
く
意
見
を
ぶ
っ
つ
け
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
光
景
が
１
年
以
上
に
わ
た
っ
て
続
け

ら
れ
て
き
た
。
ふ
つ
う
、
行
政
が
関
与
す
る
委
員
会

は
、役
所
が
用
意
し
た
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
議
事
が

進
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
会
は
委
員
同
士
の
運
営

委
員
会
で
議
題
も
決
め
ら
れ
る
。月
１
回
の
定
例
会

は
発
言
者
が
多
く
、い
つ
も
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー

す
る
の
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

住
民
の
不
信
を
か
っ
て
い
る
原
発
問
題
の
透
明
性

を
い
か
に
確
保
す
る
か
、
そ
ん
な
思
い
で
議
論
が

続
け
ら
れ
て
い
る
「
地
域
の
会
」
の
中
味
を
も
っ
と

知
っ
て
欲
し
い
。

（
広
報
委
員
Ｓ
）

　原子力発電の世界の動向は縮小の方向に向

かっているが、日本では依然として進められ

ている。莫大な税金をつぎ込み作った「もんじ

ゅ」、老朽化した原子力発電所、また、核のゴミ

をどうするのか。核をめぐる問題は何一つ解決されていない。

　柏崎市民は、未来に何を残そうとしているのであろうか。今、そこ

にきちんと目を向ける必要があると思う。

　私は、30年以上「将来を担っていく子どもをどう育てるか」、「命の

教育」にかかわってきた。しかし、子どもたちが日常的に汚染されたり、

事故により被ばくしてしまう環境であれば虚しさを感じる。

　原子力発電所から様々な恩恵を受ける企業や事業者たちも、目先

の利益だけではなく、自分の子孫にどういう社会を残していくか、

その問題を真剣に考える時期が来ているのではないだろうか。

　戦後の急成長を支えてきた官と業者との癒着、そのもとでの経済

の急成長がもたらした種々の矛盾は、原子力発電以外では、かなり

明らかになり、行政や企業も変わり始めている。しかし、東京電力の

体質だけは変わっていない。

　東京電力の株主への事業報告書の中で、取締役社長の勝俣氏は「私

は、原子力不祥事以来、東京電力の再生を最大の使命として…。」と

述べている。つまり、住民の「生命と安全」が第一ではなく、東京電力

の再生が第一であると、はっきり述べている。このような古い体質

に依存しながら目先の利益を追求していくトップの姿勢は、そのまま

社員の姿勢となり、下請けとの「階層構造」は、内部告発が寄せられる

まで実態把握ができない体質を生むのである。その古い体質に依存

しながら目先の利益を追求していく地元のさまざまな企業や業者が、

そういった構造をしっかりと見つめない限り、地元経済の未来も

決して明るいものにはならないのではないだろうか。

　今後、「地域の会」へは実のある議論を期待したい。

目先の利益よりも

 柏崎の未来を考えて

柏崎市 長谷川 伸子さん

　友人に「『視点』見てるか？」と聞かれ、はて、
何の事かと思っていたら、「柏崎刈羽原子力
発電所の透明性を確保する地域の会」情報誌
と知らされ、見たことはあるが中身については全く頭に残っていなかった。　地域の会の存在も「視点」が「地域の会」の情報誌であることも、まして友人が「地域の会」の委員であることも知らない始末。
　友人曰く、「オラホウ（俺達）の地域は原発が有る以上、賛成、反対にかかわらず地域が安全で安心して暮らせるように事故を起こさせないように監視していかんばならん。お前も原発に対して関心が有るだろう。これを読んで感じたことを聞かせてくんねえか。」と言って情報誌・第７号を置いていった。
　読んで見たものの今までの１号～６号、ほとんど頭に残っていないので取り寄せてもらい、今度はじっくりと読ませていただきました。　原発の必要性や怖さは自分なりに考えていましたが、国や行政がしっかり監督すれば大丈夫だろう（不安はあるが）と思っていました。　原子力の世界は意見を戦わすことを嫌い、一つの方針が出されるとその方向へ流れ、批判をタブー視する世界であるそうですが、「地域の会」の皆さんの活躍は国に対しての要望、事業者に対してトラブル原因、対策を徹底追求し、想像以上の成果を上げていることに大変感謝致します。

　どんな安全基準を作り上げてもヒューマンエラーは発生する、それには何重ものチェックが必要、事業者に対しても「ごまかし」「嘘」のない安全性を極めてもらうことと思います。「地域の会」の存在で事業者も十分気遣いすることでしょう。それだけでも意義がある。放射能が残るかぎり、“チェックマン”として活動していただきたいと思います。

チェックマンとして
活動してください

西山町 大谷 征紘さん

編
集
後
記

6
月
4
日

7
日

10
日

11
日

16
日

17
日

18
日

21
日

22
日

23
日

28
日

30
日

7
月
2
日

4
日

6
日

9
日

10
日

15
日

20
日

5
号
機
の
営
業
運
転
再
開

市　

保
安
院
と
の
第
1
回
定
例
意
見
交
換
会

県
、
柏
崎
市
、刈
羽
村
に
よ
る
月
例
状
況
確
認

・
1
〜
7
号
機
運
転
保
守
状
況
等
の
確
認

原
子
力
発
電
所
の
組
織
改
編
に
つ
い
て
公
表

（「
ユ
ニ
ッ
ト
所
長
」の
設
置
ほ
か
）

5
号
機
の
出
力
降
下（
1
8
5
本
の
う
ち
1
本

の
挿
入
圧
力
が
低
下
し
た
た
め
、出
力
を
一
旦

98
万
kw
ま
で
低
下
さ
せ
た
。翌
日
、出
力
復
帰
）

県
、
柏
崎
市
、刈
羽
村

・
法
律
対
象
ト
ラ
ブ
ル（
5
号
機
制
御
棒
駆
動
系

不
具
合
）に
関
す
る
状
況
確
認

東
京
電
力�

か
ら
2
号
機
の
運
転
再
開
の
要
請

1
号
機
の
出
力
降
下
（
復
水
器
の
真
空
度
が

低
下
し
、
出
力
が
約
102
万
kw
ま
で
低
下
。
7
月

5
日
、出
力
復
帰
）

県
、
柏
崎
市
、刈
羽
村

・
法
律
対
象
ト
ラ
ブ
ル
（
1
号
機
出
力
低
下
）

に
関
す
る
状
況
確
認

県
市
村
担
当
者
が
原
子
力
安
全
・
保
安
院
か

ら
2
号
機
の
安
全
確
認
状
況
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
る
。

知
事
が
柏
崎
市
長
及
び
刈
羽
村
長
の
意
向
を

確
認
し
た
上
で
、容
認
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る

と
判
断
し
、そ
の
旨
国
及
び
東
京
電
力
㈱
に
連
絡
。

2
号
機
の
原
子
炉
起
動

全
号
機
が
運
転
再
開
し
た
こ
と
に
伴
い
、知
事
、

柏
崎
市
長
及
び
刈
羽
村
長
が
県
庁
に
お
い
て

三
者
会
談
を
行
い
、今
後
の
取
組
等
に
つ
い
て

総
括
。

2
号
機
の
発
電
開
始

知
事　

国
に
対
し「
新
潟
県
の
提
案
」で
安
全
規
制

体
制
の
強
化
刷
新
等
を
再
要
望

経
産
大
臣　

柏
崎
刈
羽
原
発
視
察
、市
長
・
村
長
と
会
談

市
長
、
議
長　

国
・
東
電
に
申
し
入
れ

1
号
機
の
原
子
炉
自
動
停
止（
発
電
機
の
保
護

装
置
が
作
動
し
発
電
機
が
停
止
、こ
れ
に
伴
い

原
子
炉
が
自
動
停
止
）

6
号
機
の
定
期
検
査
開
始

1
号
機
の
原
子
炉
自
動
停
止
の
調
査
結
果

に
つ
い
て
公
表

1
号
機
の
原
子
炉
起
動

東
京
電
力
㈱
勝
俣
社
長
が
知
事
・
柏
崎
市
長
・

刈
羽
村
長
を
訪
問
し
、
全
号
機
運
転
再
開
の

謝
意
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

発電所を巡る　 き（6月2日～7月20日）動発電所を巡る　 き（6月2日～7月20日）動

「視点」では皆様のご意見をお待ちしています。

宛先は下欄住所まで、またメールでも受付けております。

色
は
東
京
電
力
の
動
き

色
は
行
政
の
動
き

　ホームページでは活動状況をタイムリーにお知らせすると共に、
会議録、会議資料の全文を公開しており、資料をダウンロード
することもできます。
　また、ホームページおよび地域の会に対するご意見・お問合わせ
について、ホームページ上からも受け付けています。

地域の会ではホームページで
活動の全てを公開しています。

http ://www.t i i k inoka i . jp

4
古紙配合率100％再生紙を使用しています

発行

みんなの広場　　みんなの広場
地域の会に寄せられた声


